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クリスマスツリーの
でんきゅう

電球がついたり
き

消えたりするのはなぜ

●ついたり
き

消えたりは、バイメタルで

 クリスマスツリーには、
あか

赤、
みどり

緑、
き

黄などいろいろな
いろ

色の
まめでんきゅう

豆電球がついており、それが、

ついたり、
き

消えたりしてとてもきれいです。
まめでんきゅう

豆電球をつけたり、
け

消したりさせるには、ま

ず、
ぜ ん ぶ

全部の
まめでんきゅう

豆電球を１つの
せん

線でつなぎます。このうち、もとになる１この
まめでんきゅう

豆電球には、バ

イメタルとよばれるスイッチがついた
まめでんきゅう

豆電球を
つか

使い、
で ん き

電気が
なが

流れたり、
き

切れたりするしか

けをつくっておきます。

 バイメタルがフィラメント（
でんりゅう

電流を
なが

流すと
ひかり

光や
ねつ

熱を
だ

出す
せん

線）であたためられると
すこ

少しそ

って、
で ん き

電気の
か い ろ

回路が
き

切れ、
まめでんきゅう

豆電球の
ひかり

光が
き

消えます。
ひかり

光が
き

消えると、バイメタルが
ひ

冷えて、

そりがもとにもどり、
で ん き

電気が
ふたた

再び
なが

流れて
まめでんきゅう

豆電球が
ひか

光るのです。これが、ほかの
まめでんきゅう

豆電球と
ちょく

直
れつ

列につながっているので、いっせいについたり
き

消えたりするのです。

 
い ろ

色のちがう
まめでんきゅう

豆電球をたくさんつけておけば、それだけ
うつく

美しく、はなやかになるのです。

●クリスマスツリーとモミの
き

木

 クリスマスツリーは、モミの
き

木などにあかりやおもちゃや、
にんぎょう

人形などをかざったもので

す。この
ふうしゅう

風習はドイツではじまったといわれ、１９
せ い き

世紀にはドイツ
ぜんてい

全体に
ひろ

広まり、イギリ

ス、アメリカへと
つた

伝わりました。

 
に ほ ん

日本にも
めいじじだい

明治時代に
つた

伝わり、クリスマスの
ふうしゅう

風習として
ひろ

広まっていったのです。

                               （監修 小川 格）


